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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】安定的に紙を整理し、重ねることができる紙ア
ウトプット機構の提供。
【解決手段】紙アウトプット機構１００は機械台１０、
少なくとも１個のモーター、紙搭載プレートセット３０
、伝動アセンブリ、紙押さえアーム５０、係止アーム６
０、複数の弾性部材７０を有する。モーターは機械台１
０上に固定して設置され、紙搭載プレートセット３０は
、前後にスライドするように機械台１０上に設置される
第一紙搭載プレート３１、第一紙搭載プレート３１と前
後方向において弾性連接し、且つ第一紙搭載プレート３
１と相対して前後にスライドする第二紙搭載プレート３
２を有する。伝動アセンブリはモーターに駆動され、第
一紙搭載プレート３１を連動し、紙アウトプット方向に
沿って前後に移動させる。紙押さえアーム５０は機械台
１０上の第二紙搭載プレート３２上方に、上下に移動す
るように設置される。係止アーム６０は機械台１０上の
紙押さえアーム５０前方に、前後に移動するように設置
される。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　紙アウトプット機構であって、機械台、少なくとも１個のモーター、紙搭載プレートセ
ット、伝動アセンブリ、紙押さえアーム、係止アーム、複数の弾性部材を有し、
　前記少なくとも１個のモーターは、前記機械台上に固定して設置され、
　前記紙搭載プレートセットは、前後にスライドするように、前記機械台上に設置される
第一紙搭載プレート、前記第一紙搭載プレートと前後方向において弾性連接し、且つ前記
第一紙搭載プレートと相対して前後にスライドする第二紙搭載プレートを有し、
　前記伝動アセンブリは、前記モーターに駆動され、前記第一紙搭載プレートを連動し、
紙アウトプット方向に沿って前後に移動し、
　前記紙押さえアームは、前記機械台上の第二紙搭載プレート上方に、上下に移動するよ
うに設置され、
　前記係止アームは、前記機械台上の紙押さえアーム前方に、前後に移動するように設置
され、
　前記複数の弾性部材は、前記第一紙搭載プレートと前記第二紙搭載プレートとの間、前
記機械台と前記紙押さえアームとの間、及び前記機械台と前記係止アームとの間に設置さ
れ、
　前記モーターは、前記伝動アセンブリを駆動し、前記第一紙搭載プレートを連動して、
紙アウトプット方向に沿って前方へと移動させ、こうして前記第一紙搭載プレートは前記
第二紙搭載プレートを連動し、前記弾性部材の弾力を克服し、前記第二紙搭載プレート先
端が前記係止アームを押さえ、前記係止アームを最先端位置へと押すまで、前方へと移動
し、前記第二紙搭載プレート先端は、前記係止アーム位置、すなわち紙係止位置に停止し
、同時に前記第二紙搭載プレートは、前記紙押さえアームを押し、最高位置まで持ち上げ
、
　前記第一紙搭載プレートは、前記紙押さえアームを離脱するまで前方への移動を継続し
、こうして前記紙押さえアームは、前記弾性部材により、紙を押さえるまで下方へと移動
し、紙押さえの機能を達成し、
　続いて、前記第一紙搭載プレートが後方へと紙係止位置まで移動すると、前記第一紙搭
載プレートは、前記紙押さえアームを押し持ち上げて定位し、次の紙が入って来るのを待
ち、これを反復し、紙重ねの機能を達成することを特徴とする紙アウトプット機構。
【請求項２】
　前記第一紙搭載プレート上には、前記第一紙搭載プレートを貫通し、且つ前後に延長す
る複数のガイドスライド槽を開設し、前記第一紙搭載プレート底面には、前記各ガイドス
ライド槽前方において、固定カギ保持ブロックを突出状に設置し、
　前記第二紙搭載プレート底面は、複数のカギ保持ガイドブロックを下方へと突出し、前
記第二紙搭載プレートは、前記第一紙搭載プレート上方に設置し、第二サポート板は、第
一サポート板内側に設置され、カギ保持ガイドブックは、ガイドスライド槽中に設置され
、且つ前記第一紙搭載プレート底面に伸び出し、前記弾性部材一端は、前記第一紙搭載プ
レートの固定カギ保持ブロック上に掛かり、もう一つの端は前記第二紙搭載プレートのカ
ギ保持ガイドブロック上に掛かり、これにより前記第一紙搭載プレートが前方へと移動す
る時には前記第二紙搭載プレートを連動し前方へ移動させることを特徴とする請求項１に
記載の紙アウトプット機構。
【請求項３】
　前記第一紙搭載プレート上には、前記第一紙搭載プレートを貫通し、且つ前後に延長す
る複数の位置制限槽をさらに開設し、
　前記第二紙搭載プレート底面は、前記各位置制限槽に対応し、下方へと延長後、さらに
片側へと水平に延長する位置制限板を設置し、前記位置制限板は、前記位置制限槽に係合
設置し、
　カギ保持ガイドブロックは、ガイドスライド槽中において前後に移動でき、前記位置制
限板は、前記第二紙搭載プレートを、上下方向において、前記第一紙搭載プレート上に係
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合し、且つ前記位置制限板は、前記位置制限槽中において前後に移動し、前記第二紙搭載
プレートは、前記第一紙搭載プレートに相対し前後にスライドし、上下方向において、前
記第一紙搭載プレート上に係合することを特徴とする請求項２に記載の紙アウトプット機
構。
【請求項４】
　前記第一紙搭載プレート底面両側には、前後に延長する歯車レールをそれぞれ設置し、
　前記伝動アセンブリは、駆動歯車セット、前記駆動歯車セットと連接し且つ前記駆動歯
車セットに駆動される駆動連棒、及び伝動歯車を有し、
　前記モーターは、前記伝動アセンブリの駆動歯車セットを駆動し、前記駆動歯車セット
は、前記駆動連棒及び前記伝動歯車を連動して回転させ、前記伝動歯車と前記歯車レール
とは噛み合い、前記第一紙搭載プレートを連動し、紙アウトプット方向に沿って前後に移
動させることを特徴とする請求項１に記載の紙アウトプット機構。
【請求項５】
　前記第一紙搭載プレート両側の先端に近い位置には、第一サポート板をそれぞれ上方へ
と延長して形成し、前記第一サポート板後端には、後方へと下向きに延長する第一傾斜台
を形成し、
　前記第二紙搭載プレート両側先端には、上向きに前方へと延伸し、第二サポート板をそ
れぞれ形成し、前記第二サポート板先端は、前記第二紙搭載プレート前表面へと伸び出し
、前記第二サポート板先端には、前向きに下方へと延長する第二傾斜台を形成することを
特徴とする請求項１に記載の紙アウトプット機構。
【請求項６】
　前記機械台両側には、２個の側壁を設置し、前記両側壁内側には、前後に延長する紙搭
載プレートガイドレールをそれぞれ内向きに突出状に設置し、
　前記第一紙搭載プレート両側には、前後に延長するスライド槽をそれぞれ開設し、
　前記紙搭載プレートガイドレールと前記スライド槽とは対応し、前記第一紙搭載プレー
トを案内し、前記機械台上において前後にスライドさせることを特徴とする請求項５に記
載の紙アウトプット機構。
【請求項７】
　前記機械台上方後部には、収容室が設置され、
　前記機械台上方前部には、前記収容室先端と接続し、下方前方へと傾斜する傾斜台が設
置され、
　前記傾斜台上には、前後に延伸し、且つ後端が前記収容室と連通する複数の固定保持槽
が設置され、
　前記機械台は、前記収容室と前記傾斜台の両側に、側壁をそれぞれ設置し、
　前記第一紙搭載プレート底面先端位置には、下方へと突出する複数のサポートスタンド
を設置し、前記サポートスタンドは、固定保持槽内においてスライドすることを特徴とす
る請求項６に記載の紙アウトプット機構。
【請求項８】
　前記両側壁の先端に近い位置には、上下に延長する紙押さえガイド槽をそれぞれ設置し
、
　前記両側壁外側は、前記紙押さえガイド槽下方位置に対応し、紙押さえ固定ブロックを
設置し、
　前記紙押さえアームは、細長い板状の押さえ板、及び前記押さえ板両側から下方へと延
長して形成される延長部を有し、
　前記延長部内側には、下方へと延長する案内ブロックを設置し、前記案内ブロック外側
には、紙押さえカギ保持部を設置し、前記案内ブロックは、前記機械台の紙押さえガイド
槽内に収容され、且つ前記紙押さえガイド槽内において上下にスライドし、前記弾性部材
一端は、前記紙押さえ固定ブロック上に掛かり、もう一つの端は、前記紙押さえアームの
紙押さえカギ保持部上に掛かることを特徴とする請求項６に記載の紙アウトプット機構。
【請求項９】
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　前記押さえ板下部両側の延長部に近い位置には、自由にローリングする押さえローラー
がそれぞれ設置され、
　前記押さえローラーは、前記第二サポート板上方に位置し、且つ前記紙押さえアームに
従い、上方へと移動し、前記第二サポート板から離れ、或いは下方へと移動し、前記第二
サポート板を押さえ、
　前記第一紙搭載プレートの第一傾斜台は、紙押さえアームの押さえローラーを押し、こ
れにより前記紙押さえローラーは、上方へと持ち上がり紙から離れ、
　前記第二紙搭載プレートの第二傾斜台は、紙押さえアームの押さえローラーを押し、前
記弾性部材の弾力を克服し、これにより前記紙押さえアームは上方へと持ち上がることを
特徴とする請求項６に記載の紙アウトプット機構。
【請求項１０】
　前記両側壁外側には、前後に延長し且つ前記機械台前表面まで延長するスライド槽をそ
れぞれ設置し、
　前記スライド槽先端には、係止ブロックを設置し、前記両側壁外側は、前記スライド槽
上方において、紙係止固定ブロックを設置し、
　前記係止アームは、係止板、及び前記係止板両側よりそれぞれ下方へと湾曲後、さらに
後方へと湾曲して延長し形成されるスライドアームを有し、
　前記係止板下表面の両側位置には、前後に貫通する避譲槽をそれぞれ上向きに開設し、
前記第二サポート板先端は、前記避譲槽内に進入し、
　前記スライドアームが前記機械台のスライド槽内において前後にスライドすることで、
前記係止アームは、前記機械台上において、前後にスライドするように設置され、
　前記スライドアームは、縦方向に、係止カギ保持部を設置し、前記弾性部材一端は、紙
係止固定ブロック上に掛かり、もう一つの端は、係止カギ保持部上に掛かることを特徴と
する請求項６に記載の紙アウトプット機構。
【請求項１１】
　前記避譲槽頂点部槽壁は、前記第二傾斜台と対応する第三傾斜台で、
　前記第二傾斜台は、前記係止アームの第三傾斜台を押し、前記機械台のスライド槽に沿
って移動することを特徴とする請求項１０に記載の紙アウトプット機構。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は紙アウトプット機構に関し、特に安定的に紙を整理し、重ねることができる紙
アウトプット機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　既存のプリンター、コピー機、スキャナー、裁断機、及びロールコーターなどの電子装
置上には、紙アウトプット機構が設置されており、処理を経たドキュメントを送り出すの
に用いられている。紙アウトプット機構は、紙搭載プレートを有し、紙アウトプット機構
が送り出す文書紙或いは画像紙を搭載する。紙アウトプット機構は、処理を経た文書紙、
或いは画像紙を送り出し、紙は重力により紙搭載プレート上に落ちる。
【０００３】
　しかし、紙は自身の重さにより紙搭載プレート上に落ちるためバラバラで、効果的に紙
を整理でき、紙を重ねる機能を有する紙アウトプット機構の開発が待たれている。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の目的は安定的に紙を整理し、重ねることができる紙アウトプット機構を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　本考案による紙アウトプット機構は、機械台、少なくとも１個のモーター、紙搭載プレ
ートセット、伝動アセンブリ、紙押さえアーム、係止アーム、複数の弾性部材を有する。
　該モーターは、該機械台上に固定して設置される。
　該紙搭載プレートセットは、前後にスライドするように、該機械台上に設置される第一
紙搭載プレート、該第一紙搭載プレートと前後方向において弾性連接し、且つ該第一紙搭
載プレートと相対して前後にスライドする第二紙搭載プレートを有する。
　該伝動アセンブリは、該モーターに駆動され、該第一紙搭載プレートを連動し、紙アウ
トプット方向に沿って前後に移動する。
　該紙押さえアームは、該機械台上の第二紙搭載プレート上方に、上下に移動するように
設置される。
　該係止アームは、該機械台上の紙押さえアーム前方に、前後に移動するように設置され
る。
　該複数の弾性部材は、該第一紙搭載プレートと該第二紙搭載プレートとの間、該機械台
と該紙押さえアームとの間、及び該機械台と該係止アームとの間に設置される。
　該モーターは、該伝動アセンブリを駆動し、該第一紙搭載プレートを連動して、紙アウ
トプット方向に沿って前方へと移動させ、こうして該第一紙搭載プレートは該第二紙搭載
プレートを連動し、該弾性部材の弾力を克服し、該第二紙搭載プレート先端が該係止アー
ムを押さえ、該係止アームを最先端位置へと押すまで、前方へと移動し、該第二紙搭載プ
レート先端は、該係止アーム位置、すなわち紙係止位置に停止し、同時に該第二紙搭載プ
レートは、該紙押さえアームを押し、最高位置まで持ち上げる。
　該第一紙搭載プレートは、該紙押さえアームを離脱するまで前方への移動を継続し、こ
うして該紙押さえアームは、該弾性部材により、紙を押さえるまで下方へと移動し、紙押
さえの機能を達成する。
　続いて、該第一紙搭載プレートが後方へと紙係止位置まで移動すると、該第一紙搭載プ
レートは、該紙押さえアームを押し持ち上げて定位し、次の紙が入って来るのを待ち、こ
れを反復し、紙重ねの機能を達成する。
【考案の効果】
【０００６】
　上記を総合すると、本実施形態による紙アウトプット機構は、モーターにより該伝動ア
センブリを駆動することで、該第一紙搭載プレートを連動し、紙アウトプット方向に沿っ
て、前方へと移動させ、こうして該第一紙搭載プレートは、該第二紙搭載プレートを連動
し、該弾性部材の弾力を克服し、前方へと移動する。
　該第二紙搭載プレート先端が係止アームを押し、該係止アームを最先端位置まで押すと
、該第二紙搭載プレート先端は係止アーム位置、すなわち紙係止位置に停止する。
　同時に、該第二紙搭載プレートは、紙押さえアームを押し最高位置まで持ち上げる。
　該第一紙搭載プレートは、紙押さえアームを離脱するまで、前方への移動を継続し、こ
うして該紙押さえアームは、該弾性部材により下方、すなわち紙押さえ位置へと移動し紙
を押さえ、紙押さえ機能を達成する。
　続いて、該第一紙搭載プレートが紙押さえ位置まで反対方向へと移動する時には、該第
一紙搭載プレートは、紙押さえアームを押して上方へと持ち上げ定位し、次の紙の進入を
待つ。
　これを反復することで、紙を重ねる機能を達成することができる。
　こうして、紙のアウトプット時に、紙アウトプットの安定性を確保することができる。
　本考案の実施形態を応用する特徴の一つは、安定的に紙を整理し、重ねることができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案の一実施形態による紙アウトプット機構の立体図である。
【図２】図１に示す紙アウトプット機構の部分の立体分解図である。
【図３】図１に示す紙アウトプット機構の別の部分の立体分解図である。
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【図４】図１に示す紙アウトプット機構の別の角度部分の立体図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　以下に図面を参照しながら本考案を実施するための最良の形態について詳細に説明する
。
【実施例１】
【０００９】
　図１及び図４に示すとおり、本考案による紙アウトプット機構１００は、機械台１０、
機械台１０上に設置される紙アウトプットローラーセット２０、少なくとも１個のモータ
ー（図示なし）、紙搭載プレートセット３０、伝動アセンブリ４０、紙押さえアーム５０
、係止アーム６０、複数の弾性部品７０を有する。本実施形態においては、紙アウトプッ
ト方向は、前向きとする。係止アーム６０は、紙搭載プレートセット３０先端において、
係止する。
【００１０】
　図１～図４に示すとおり、機械台１０上方後部には、収容室１１が設置される。機械台
１０上方前部には、収容室１１先端と接続し、下方前方へと傾斜する傾斜台１２が設置さ
れる。傾斜台１２上には、前後に延伸し、且つ後端が収容室１１と連通する複数の固定保
持槽１３が設置される。機械台１０は、収容室１１と傾斜台１２の両側に、側壁１４をそ
れぞれ設置する。両側壁１４内側には、前後に延長する紙搭載プレートガイドレール１５
はそれぞれ内向きに突出状に設置される。両側壁１４の先端に近い位置には、上下に延長
する紙押さえガイド槽１６をそれぞれ設置する。両側壁１４外側には、前後に延長し且つ
機械台１０前表面まで延長するスライド槽１７をそれぞれ設置する。スライド槽１７先端
には、係止ブロック１８を設置する。両側壁１４外側は、スライド槽１７下方において、
紙押さえガイド槽１６下方位置に対応し、紙押さえ固定ブロック１６１を設置する。両側
壁１４外側は、スライド槽１７上方において、紙係止固定ブロック１７１を設置する。
【００１１】
　モーターは、機械台１０上に固定して設置される。
【００１２】
　紙搭載プレートセット３０は、前後にスライドするように機械台１０上に設置される第
一紙搭載プレート３１、第一紙搭載プレート３１と前後方向において弾性連接し、且つ第
一紙搭載プレート３１と相対して前後にスライドする第二紙搭載プレート３２を有する。
第一紙搭載プレート３１は、第二紙搭載プレート３２を連動し、紙係止位置まで移動する
。第一紙搭載プレート３１は、モーターにより駆動され、紙押さえ位置まで移動する。
【００１３】
　具体的には、第一紙搭載プレート３１両側には、前後に延長するスライド槽３１１をそ
れぞれ開設する。第一紙搭載プレート３１両側の先端に近い位置には、第一サポート板３
１２をそれぞれ上方へと延長して形成する。第一サポート板３１２後端には、後方へと下
向きに延長する第一傾斜台３１３を形成する。第一紙搭載プレート３１底面先端位置には
、下方へと突出する複数のサポートスタンド３１４を設置する。サポートスタンド３１４
により、固定保持槽１３内においてスライドし、紙搭載プレートガイドレール１５とスラ
イド槽３１１とは対応し、第一紙搭載プレート３１を案内し、機械台１０上において前後
にスライドさせる。第一紙搭載プレート３１上には、第一紙搭載プレート３１を貫通し、
且つ前後に延長する複数のガイドスライド槽３１５を開設する。第一紙搭載プレート３１
底面には、各ガイドスライド槽３１５前方において、固定カギ保持ブロック３１６を突出
状に設置する。第一紙搭載プレート３１底面両側には、前後に延長する歯車レール３１７
をそれぞれ設置する。第一紙搭載プレート３１上には、第一紙搭載プレート３１を貫通し
、且つ前後に延長する複数の位置制限槽３１８をさらに開設する。第二紙搭載プレート３
２両側先端には、上向きに前方へと延伸し、第二サポート板３２１をそれぞれ形成する。
第二サポート板３２１先端は、第二紙搭載プレート３２前表面へと伸び出す。第二サポー
ト板３２１先端には、前向きに下方へと延長する第二傾斜台３２２を形成する。第二紙搭
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載プレート３２底面は、複数のカギ保持ガイドブロック３２３を下方へと突出する。第二
紙搭載プレート３２底面は、各位置制限槽３１８に対応し、下方へと延長後、さらに片側
へと水平に延長する位置制限板３２４を設置する。第二紙搭載プレート３２は、第一紙搭
載プレート３１上方に設置する。第二サポート板３２１は、第一サポート板３１２内側に
設置される。カギ保持ガイドブック３２３は、ガイドスライド槽３１５中に設置され、且
つ第一紙搭載プレート３１底面に伸び出す。位置制限板３２４は、位置制限槽３１８に係
合設置する。カギ保持ガイドブロック３２３は、ガイドスライド槽３１５中において前後
に移動することができる。位置制限板３２４は、第二紙搭載プレート３２を、上下方向に
おいて、第一紙搭載プレート３１上に係合し、且つ位置制限板３２４は、位置制限槽３１
８中において前後に移動する。これにより、第二紙搭載プレート３２は、第一紙搭載プレ
ート３１に相対し前後にスライドし、上下方向において、第一紙搭載プレート３１上に係
合する。弾性部材７０一端は、第一紙搭載プレート３１の固定カギ保持ブロック３１６上
に掛かり、もう一つの端は、第二紙搭載プレート３２のカギ保持ガイドブロック３２３上
に掛かる。これにより、第一紙搭載プレート３１が前方へと移動する時、第二紙搭載プレ
ート３２を連動して前方へと移動させる。第一紙搭載プレート３１は、第二紙搭載プレー
ト３２を連動し、第二紙搭載プレート３２が係止アーム６０に止められる紙係止位置まで
移動させる。第一紙搭載プレート３１は、モーターにより駆動され最先端、すなわち紙押
さえ位置まで移動する。
【００１４】
　伝動アセンブリ４０は、モーターに駆動され、第一紙搭載プレート３１を連動し、紙ア
ウトプット方向に沿って前後に移動する。具体的には、伝動アセンブリ４０は、駆動歯車
セット４１、駆動歯車セット４１と連接し且つ駆動歯車セット４１に駆動される駆動連棒
４２、及び伝動歯車４３を有する。駆動連棒４２は、機械台１０上の収容室１１内に設置
され、第一紙搭載プレート３１下方に位置する。伝動歯車４３は、駆動連棒４２上の歯車
レール３１７に対応する位置に対応する。モーターは、伝動アセンブリ４０の駆動歯車セ
ット４１を駆動し、駆動歯車セット４１は、駆動連棒４２及び伝動歯車４３の回転を連動
する。伝動歯車４３と歯車レール３１７とは噛み合い、第一紙搭載プレート３１を連動し
、紙アウトプット方向に沿って前後に移動させる。
【００１５】
　紙押さえアーム５０は、機械台１０上の第二紙搭載プレート３２上方に、上下に移動す
るように設置される。具体的には、紙押さえアーム５０は、細長い板状の押さえ板５１、
及び押さえ板５１両側から下方へと延長して形成される延長部５２、押さえ板５１下部両
側の延長部５２に近い位置には、自由にローリングする押さえローラー５１１がそれぞれ
設置される。延長部５２内側には、下方へと延長する案内ブロック５２１を設置する。案
内ブロック５２１外側には、紙押さえカギ保持部５２２を設置する。案内ブロック５２１
は、機械台１０の紙押さえガイド槽１６内に収容され、且つ紙押さえガイド槽１６内にお
いて上下にスライドする。押さえローラー５１１は、第二サポート板３２１上方に位置し
、且つ紙押さえアーム５０に従い、上方へと移動し第二サポート板３２１から離れ、或い
は下方へと移動し第二サポート板３２１を押さえる。弾性部材７０一端は、機械台１０の
紙押さえ固定ブロック１６１上に掛かり、もう一つの端は、紙押さえアーム５０の紙押さ
えカギ保持部５２２上に掛かる。
【００１６】
　係止アーム６０は、機械台１０上の紙押さえアーム５０前方に、前後に移動するように
設置される。具体的には、係止アーム６０は、係止板６１、及び係止板６１両側よりそれ
ぞれ下方へと湾曲後、さらに後方へと湾曲して延長し形成されるスライドアーム６２を有
する。係止板６１下表面の両側位置には、前後に貫通する避譲槽６１１をそれぞれ上向き
に開設する。避譲槽６１１の頂点部槽壁は、第二傾斜台３２２と対応する第三傾斜台６１
２である。スライドアーム６２は、縦方向に、係止カギ保持部６２１を設置する。スライ
ドアーム６２が機械台１０のスライド槽１７内において前後にスライドすることで、係止
アーム６０は、機械台１０上において、前後にスライドするように設置される。第二サポ
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ート板３２１先端は、避譲槽６１１内に進入する。弾性部材７０一端は、紙係止固定ブロ
ック１７１上に掛かり、もう一つの端は、係止カギ保持部６２１上に掛かる。
【００１７】
　弾性部材７０は、第一紙搭載プレート３１と第二紙搭載プレート３２との間、機械台１
０と紙押さえアーム５０との間、及び機械台１０と係止アーム６０との間に設置される。
【００１８】
　モーターは、伝動アセンブリ４０を駆動し、第一紙搭載プレート３１を連動し、紙アウ
トプット方向に沿って、前後に移動させる。これにより、第一紙搭載プレート３１は、第
二紙搭載プレート３２を連動し、弾性部材７０の弾力を克服し、第二紙搭載プレート３２
先端が係止アーム６０を押さえ、係止アーム６０を最先端位置へと押すまで、前方へと移
動する。第二紙搭載プレート３２先端は、係止アーム６０位置、すなわち紙係止位置に停
止し、同時に第二紙搭載プレート３２は、紙押さえアーム５０を押し、最高位置まで持ち
上げる。この時、紙は重力により、係止アーム６０の紙係止位置に自然に滑り落ち、紙係
止機能を達成する。第一紙搭載プレート３１は、紙押さえアーム５０を離脱するまで、前
方への移動を継続し、こうして紙押さえアーム５０は、弾性部材７０により、紙を押さえ
るまで下方へと移動し、紙押さえの機能を達成する。続いて、第一紙搭載プレート３１が
反対方向へと紙係止位置まで移動すると、第一紙搭載プレート３１は、紙押さえアーム５
０を押し持ち上げて定位し、次の紙が入って来るのを待つ。これを反復し、紙重ねの機能
を達成する。
【００１９】
　図１～図４に示すとおり、本実施形態による紙アウトプット機構１００の未作動時には
、第一紙搭載プレート３１及び第二紙搭載プレート３２は、機械台１０後部の収容室１１
内に設置され、機械台１０の傾斜台１２を伸び出ていない。弾性部材７０は、紙押さえア
ーム５０を弾性で引き、下圧状態とし、紙搭載プレートセット３０とは未接触である。弾
性部材７０は、係止アーム６０を弾性で引き、スライド槽１７後端に位置させる。
【００２０】
　本実施形態による紙アウトプット機構１００の作動時には、モーターは正回転し、伝動
歯車４０の駆動歯車セット４１を駆動する。駆動歯車セット４１は、駆動連棒４２を連動
し、伝動歯車４３を連動する。伝動歯車４３は、歯車レール３１７と噛み合い伝動し、第
一紙搭載プレート３１を連動し前方へと移動させる。弾性部材７０一端は、第一紙搭載プ
レート３１の固定カギ保持ブロック３１６上に掛かり、もう一つの端は、第二紙搭載プレ
ート３２のカギ保持ガイドブロック３２上に掛かる。第一紙搭載プレート３１は、第二紙
搭載プレート３２を連動し同時に前方へと伝動する。第二紙搭載プレート３２の第二傾斜
台３２２は、紙押さえアーム５０の押さえローラー５１１を押し、弾性部材７０の弾力を
克服し、これにより紙押さえアーム５０は上方へと持ち上がる。この時、紙アウトプット
ローラーセット２０は、紙を持ち出す。
【００２１】
　第一紙搭載プレート３１及び第二紙搭載プレート３２は、前後へと同時に伝動を続ける
。第二紙搭載プレート３２の第二サポート板３２１は、係止アーム６０の避譲槽６１１内
に進入し、第二傾斜台３２２は、係止アーム６０の第三傾斜台６１２を押す。これにより
、係止アーム６０は、機械台１０のスライド槽１７に沿って、スライドアーム６２が係止
ブロック１８を押すまで、前方へと移動する。この時、第二紙搭載プレート３２先端は、
係止アーム６０位置、すなわち紙停止位置に停止し、係止アーム６０は不動となる。この
時、紙の先端は、第二紙搭載プレート３２が、重力方向と角度、すなわち前方へと下向き
に傾斜する方向を有するため、紙は紙アウトプットローラーセット２０を完全に離脱後、
紙の先端が係止アーム６０位置に接触するまで自身の重さにより下方へと滑り落ちると同
時に前方へと滑り落ち、紙は第二紙搭載プレート３２上に完全に停止する。
【００２２】
　第一紙搭載プレート３１は、前方への伝動を継続し、第二紙搭載プレート３２のカギ保
持ガイドブロック３２３は、第一紙搭載プレート３１のガイドスライド槽３１５内におい
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て、対応して後方へとスライドする。弾性部材７０の作用により、紙押さえアーム５０の
押さえローラー５１１は、第一紙搭載プレート３１の第一傾斜台３１３に沿って、押さえ
ローラー５１１が第一傾斜台３１３を離脱し、紙を押さえるまでゆっくりと下方へと移動
する。この時、第一紙搭載プレート３１は紙押さえ位置まで伝動し不動となり、こうして
紙押さえの機能を達成する。
【００２３】
　続いて、モーターが反転すると、第一紙搭載プレート３１を連動し後方へと伝動させる
。第一紙搭載プレート３１の第一傾斜台３１３は、紙押さえアーム５０の押さえローラー
５１１を押し、これにより紙押さえローラー５０は、上方へと持ち上がり紙から離れる。
第一紙搭載プレート３１が紙係止位置まで伝動すると、モーターは再び正回転し、次の紙
の進入を待つ。これを繰り返すことで、紙を重ねる機能を達成する。
【００２４】
　上記を総合すると、本実施形態による紙アウトプット機構１００は、モーターにより伝
動アセンブリ４０を駆動することで、第一紙搭載プレート３１を連動し、紙アウトプット
方向に沿って、前方へと移動させ、こうして第一紙搭載プレート３１は、第二紙搭載プレ
ート３２を連動し、弾性部材７０の弾力を克服し、前方へと移動する。第二紙搭載プレー
ト３２先端が係止アーム６０を押し、係止アーム６０を最先端位置まで押すと、第二紙搭
載プレート３２先端は係止アーム６０位置、すなわち紙係止位置に停止する。同時に、第
二紙搭載プレート３２は、紙押さえアーム５０を押し最高位置まで持ち上げる。この時、
係止アーム６０の紙係止位置へと、紙を重力により自然に滑り落ち、紙係止機能を達成す
る。第一紙搭載プレート３１は、紙押さえアーム５０を離脱するまで、前方への移動を継
続し、こうして紙押さえアーム５０は、弾性部材７０により下方、すなわち紙押さえ位置
へと移動し紙を押さえ、紙押さえ機能を達成する。続いて、第一紙搭載プレート３１は紙
押さえ位置まで反対方向へと移動する時には、第一紙搭載プレート３１は、紙押さえアー
ム５０を押して上方へと持ち上げ定位し、次の紙の進入を待つ。これを反復することで、
紙を重ねる機能を達成することができる。こうして、紙のアウトプット時に、紙アウトプ
ットの安定性を確保することができる。
【符号の説明】
【００２５】
　１００　紙アウトプット機構
　１０　機械台
　１１　収容室
　１２　傾斜台
　１３　固定保持槽
　１４　側壁
　１５　紙搭載プレートガイドレール
　１６　紙押さえガイド槽
　１６１　紙押さえ固定ブロック
　１７　スライド槽
　１７１　紙係止固定ブロック

　１８　係止ブロック
　２０　紙アウトプットローラーセット
　３０　紙搭載プレートセット
　３１　第一紙搭載プレート
　３１１　スライド槽
　３１２　第一サポート板
　３１３　第一傾斜台
　３１４　サポートスタンド
　３１５　ガイドスライド槽
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　３１６　固定カギ保持ブロック
　３１７　歯車レール
　３１８　位置制限槽
　３２　第二紙搭載プレート
　３２１　第二サポート板
　３２２　第二傾斜台
　３２３　カギ保持ガイドブロック
　３２４　位置制限板
　４０　伝動アセンブリ
　４１　駆動歯車セット
　４２　駆動連棒
　４３　伝動歯車
　５０　紙押さえアーム
　５１　押さえ板
　５１１　押さえローラー
　５２　延長部
　５２１　案内ブロック
　５２２　紙押さえカギ保持部
　６０　係止アーム
　６１　係止板
　６１１　避譲槽
　６１２　第三傾斜台
　６２　スライドアーム
　６２１　係止カギ保持部
　７０　弾性部材
【図１】 【図２】
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【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月10日(2015.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記第一紙搭載プレート上には、前記第一紙搭載プレートを貫通し、且つ前後に延長す
る複数のガイドスライド槽を開設し、前記第一紙搭載プレート底面には、前記各ガイドス
ライド槽前方において、固定カギ保持ブロックを突出状に設置し、
　前記第二紙搭載プレート底面は、複数のカギ保持ガイドブロックを下方へと突出し、前
記第二紙搭載プレートは、前記第一紙搭載プレート上方に設置し、カギ保持ガイドブロッ
クは、ガイドスライド槽中に設置され、且つ前記第一紙搭載プレート底面に伸び出し、前
記弾性部材一端は、前記第一紙搭載プレートの固定カギ保持ブロック上に掛かり、もう一
つの端は前記第二紙搭載プレートのカギ保持ガイドブロック上に掛かり、これにより前記
第一紙搭載プレートが前方へと移動する時には前記第二紙搭載プレートを連動し前方へ移
動させることを特徴とする請求項１に記載の紙アウトプット機構。
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